












































































までもいくつかの研究がある（中島他 1994、中島 2001, 2002、中島・ヌナス 2001、伊東


























る。そのような発想の例は、アメリカ外国語教育協会（The American Council on the
























「会話テストOBC」（Oral Proficiency Assessment for Bilingual Children）を使い、日本在
住の中国語とポルトガル語を母語とする子供を対象にした調査について報告している。
















































































































































































































































































































































































（2）Bachman & Palmer (1990、1996）で議論されている第二言語能力モデルを言う。ここでは、言
語能力は言語知識、方略的能力、メタ認知的方略を含むもので、話題の知識、情意スキーマ、言
語使用の状況などとの相互作用的枠組みの中で言語を使用する能力と捉える。







































ることは必要であろう。なお、以後の議論は、Penny McKayの研究（The National Languages
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